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デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
レ
ン
駐
日
英
国
大

使
の
講
演
会
が
10
月
19
日
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
８
号
館
８
３
０
４
号
教
室
で
開
か
れ

た
。
大
使
は
「
国
際
関
係
の
重
要
性―

日

本
と
日
本
国
民
が
よ
り
国
際
社
会
で
活
躍

し
繋
が
る
た
め
に―

」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。

　

大
使
は
、
会
場
の
大
教
室
と
同
時
中
継

さ
れ
た
８
３
０
３
号
教
室
と
を
埋
め
た
教

職
員
や
学
生
に
向
け
て
、「
国
際
関
係
を

よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
外

交
政
策
は
、
自
国
の
利
益
を
主
張
す
る
こ

と
と
同
時
に
多
国
間
で
共
通
の
価
値
観
を

共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
繰
り

返
し
強
調
し
た
。

　

大
使
は
冒
頭
、「
36
年
間
外
交
官
と
し

て
仕
事
し
、
私
は
日
本
の
専
門
家
で
す
」

と
自
己
紹
介
し
た
う
え
で
、「
外
交
は
自

国
の
利
益
を
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
共
通

の
価
値
観
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ど
の
国
も
経
済
、
金
融
、
技
術
、
科
学
な

ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
そ
の
責
任
を
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
核
不
拡
散
、
ソ

ブ
リ
ン
リ
ス
ク
な
ど
を
挙
げ
、
こ
う
し
た

問
題
の
解
決
に
向
け
て
「
外
交
官
の
仕
事

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　

大
使
は
国
際
関
係
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
国
民
国
家
に
よ
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
が
国
家
間
の
紛

争
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
国
際
協

調
を
図
る
国
際
的
な
枠
組
み
の
必
要
性
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
に
国
際
連
盟
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
に
国
際
連
合
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
説

明
。
ま
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機

構
）、欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
も
触
れ
、「
防

衛
、
経
済
で
も
（
価
値
観
を
共
有
す
る
）

国
が
国
際
的
な
枠
組
み
を
作
る
方
が
い
い
、

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

　

国
際
連
合
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、

ロ
シ
ア
の
５
カ
国
の
安
全
保
障
理
事
会
常

任
理
事
国
に
「
日
本
も
入
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
、「
日
本
の
経
済
的
・
社
会

的
な
立
ち
位
置
を
も
っ
と
評
価
し
て
国
際

機
関
の
枠
組
み
に
反
映
す
べ
き
だ
」
と
し

て
日
本
の
常
任
理
事
国
入
り
を
支
持
す
る

考
え
を
示
し
た
。

　

大
使
は
、
駐
日
英
国
大
使
館
が
「
英
国

経
済
を
発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
重
要
な
任

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク

「
イ
ギ
リ
ス
」

「
イ
ギ
リ
ス
」

「
イ
ギ
リ
ス
」

第　

 

回
2

中
央
大
学
の
国
際
化
を
進
め
、
学
生
の
知
的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
活
気
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
を
目
指

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
（
10
月
17
日
〜
21
日
）
が
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
は
今
年
６
月
の
フ
ラ
ン
ス
に
続
い
て
２
回
目
。
期
間
中
、
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
レ
ン
駐
日
英
国

大
使
講
演
会
は
じ
め
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
楽
器
演
奏
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

講
演
会
、
民
族
楽
器
演
奏
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
レ
ン
駐
日
英
国
大
使
が
講
演

「
国
際
関
係
の
重
要
性―

日
本
と
日
本
国
民
が

　
　
　

国
際
社
会
で
活
躍
し
繋
が
る
た
め
に―

」
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務
を
負
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
う

え
で
、
英
日
関
係
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て

の
日
英
同
盟
（
１
９
０
２
〜
１
９
２
２
）

や
第
二
次
大
戦
後
の
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
の

再
構
築
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、「
国
際

会
議
に
お
い
て
英
米
間
よ
り
も
英
日
間
の

方
が
意
見
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
指

摘
し
、
近
年
の
文
化
交
流
の
拡
大
な
ど
に

つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
大
使
は
、
英
日
間
の
相
違

点
に
つ
い
て
も
触
れ
、
と
く
に
経
済
面
に

つ
い
て
「
外
国
企
業
は
日
本
に
投
資
し
に

く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
に
は
複
雑
な
規

制
の
網
が
あ
り
、
経
済
を
中
央
政
府
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
て
、
本
当
の
意
味
で

自
由
経
済
で
な
い
か
ら
だ
」
と
指
摘
。
日

本
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
や
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
に
参
加
し
、「
外

国
企
業
が
日
本
国
内
外
の
企
業
に
自
由
に

投
資
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、「
日
本

は
先
進
国
の
な
か

で
死
刑
を
執
行
し

て
い
る
数
少
な
い

国
だ
」
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
死
刑
制
度
廃
止

の
経
緯
を
説
明
し

た
上
で
、
日
本
に

お
け
る
死
刑
制
度

に
対
す
る
議
論
の

深
ま
り
へ
の
期
待

を
表
明
。
さ
ら
に
国
家
間
の
不
法
な
児
童

連
れ
去
り
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
「
ハ
ー
グ
条
約
」（
国
際
的
な
子
の
奪

取
の
民
事
面
に
関
す
る
条
約
）
に
日
本
が

非
加
入
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
日
本

政
府
が
真
剣
に
検
討
し
、
条
約
を
批
准
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

大
使
は
、
英
国
外
務
省
が
優
先
課
題
に

す
る
「
英
国
の
繁
栄
と
安
全
保
障
、
英
国

人
の
安
全
通
行
」
の
た
め
に
、「
日
本
と

の
関
係
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
英
国
民
の
支
援

に
も
触
れ
て
、「
日
英
関
係
は
さ
ら
に
強

固
に
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
強
調

し
た
。

（
学
生
記
者　

中
野
由
優
季
＝
法
学
部
２

年
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
楽
器
バ
グ
パ
イ
プ
演
奏

親
子
が
奏
で
る
重
厚
な
音
色
が
会
場
を
魅
了

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
楽
器
バ
グ
パ
イ

プ
の
演
奏
会
が
10
月
21
日
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
８
号
館
８
２
０
４
号
室
で
行
わ
れ
た
。

演
奏
し
た
の
は
、
バ
グ
パ
イ
プ
演
奏
家
の

大
塚
清
一
郎
氏
（
元
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大

使
、
初
代
エ
ジ
ン
バ
ラ
総
領
事
）
と
子
息

の
法
学
部
４
年
、
清
輔
さ
ん
。
珍
し
い
楽

器
に
加
え
、
親
子
の
共
演
と
あ
っ
て
、
会

場
に
は
多
く
の
学
生
が
駆
け
付
け
、
重
厚

な
バ
グ
パ
イ
プ
演
奏
に
聴
き
入
っ
た
。

　

身
体
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
音
響
が
会
場

の
教
室
を
包
み
込
み
、
キ
ル
ト
と
呼
ば
れ

る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
族
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
大
塚
さ
ん
親
子
が
、
入
場
曲

「Green H
ills of Tyrol

」
を
演
奏
し
な

が
ら
登
場
し
た
。

　

バ
グ
パ
イ
プ
は
、
バ
ッ
グ
と
呼
ば
れ
る

空
気
を
た
め
る
袋
、
３
本
の
ド
ロ
ー
ン
と

い
う
音
管
、
チ
ャ
ン
タ
ー
と
い
う
縦
笛
か

ら
な
り
、
大
き
な
音
が
特
徴
的
な
楽
器
だ
。

紀
元
45
年
頃
、
ロ
ー
マ
軍
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
を
侵
略
し
た
と
き
に
持
ち
込
ん
だ
の
が

講演するディビッド・ウォレン駐日英国大使
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バ
グ
パ
イ
プ
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
時
は
、音
管
が
１
本
だ
っ
た
が
、ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
は
更
に
２
本(

ベ
ー
ス
１
本

と
テ
ナ
ー
１
本)

追
加
し
て
大

き
な
音
が
出
せ
る
よ
う
に
工
夫

し
た
。
ク
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
部

族
の
戦
い
の
と
き
に
、
敵
を
威

嚇
、
味
方
の
士
気
を
鼓
舞
す
る

た
め
に
戦
場
で
も
演
奏
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
清
一
郎
氏
の
解

説
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
清

輔
さ
ん
の
「Steam

 train to 

M
alaig

」
の
ソ
ロ
演
奏
、
親

子
そ
ろ
っ
て
の
デ
ュ
エ
ッ
ト

曲
「H

ighland Cathedral

」

と
「Am

azing Grace

」、
そ

し
て
退
場
曲
「Scotland The 

Brave

」
ま
で
全
５
曲
が
演
奏
さ
れ
、
会

場
は
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

演
奏
終
了
後
、
お
二
人
に
話
を
聞
い
た
。

清
一
郎
氏
は
「
バ
グ
パ
イ
プ
は
日
本
の
侍

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
感
じ
さ
せ
ま
す
」
と
説
明

し
、
バ
グ
パ
イ
プ
に
ま
つ
わ
る
ジ
ョ
ー
ク

も
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

昔
、
１
０
０
歳
近
く
に
な
る
、
す
で
に

虫
の
息
の
老
人
が
病
院
に
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
、

医
者
に
「
死
ぬ
前
に
も
う
一
度
バ
グ
パ
イ

プ
の
音
色
を
聴
き
た
い
」
と
訴
え
た
。
そ

し
て
、
医
者
は
急
い
で
バ
グ
パ
イ
パ
ー
を

呼
び
、
ひ
と
晩
中
バ
グ
パ
イ
プ
の
勇
壮
な

曲
を
聴
か
せ
る
と
、
老
人
は
翌
日
に
は

す
っ
か
り
元
気
に
な
り
、
退
院
出
来
る
こ

と
に
な
っ
た
。
老
人
が
医
者
に
「
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
グ
パ
イ
プ
の
お

陰
で
ワ
シ
は
す
っ

か
り
元
気
に
な
り

退
院
出
来
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

他
の
患
者
さ
ん
達

に
く
れ
ぐ
れ
も
よ

ろ
し
く
お
伝
え
く

だ
さ
い
」
と
言
っ

た
。
医
者
は
渋
い

顔
を
し
て
、「
他

の
患
者
は
、
バ
グ

パ
イ
プ
の
騒
音
の

せ
い
で
皆
死
ん
じ

ま
っ
た
」
と
言
っ

た
。

　

バ
グ
パ
イ
プ
の
魅
力
に
つ
い
て
、
清
一

郎
氏
は
「
哀
愁
を
帯
び
た
音
色
と
勇
壮
な

音
色
」
と
語
り
、
清
輔
さ
ん
は
「
大
き
な

音
で
吹
く
爽
快
感
が
一
番
の
魅
力
」
と
い

う
。

　

バ
グ
パ
イ
プ
を
吹
く
に
は
か
な
り
の
肺

活
量
が
必
要
で
、
最
初
は
な
か
な
か
音
が

出
せ
ず
に
苦
労
す
る
そ
う
だ
。
特
に
、
空

気
袋
の
押
さ
え
方
や
息
を
入
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
難
し
い
と
い
う
。
始
め
は
楽
器
を

す
べ
て
組
み
立
て
ず
、
縦
笛
か
ら
始
め
て
、

徐
々
に
パ
イ
プ
を
増
や
し
て
練
習
し
て
い

く
。
バ
グ
パ
イ
プ
を
吹
き
こ
な
す
の
は
と

て
も
難
し
く
、
曲
が
吹
け
る
よ
う
に
な
る

に
は
一
年
く
ら
い
か
か
る
と
い
う
。

　

清
一
郎
氏
が
バ
グ
パ
イ
プ
を
始
め
た
の

は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
の
エ
ジ
ン

バ
ラ
城
で
夕
日
に
向
か
っ
て
バ
グ
パ
イ
プ

を
吹
く
老
人
の
姿
に
感
動
し
、
そ
の
音
色

を
身
近
に
聴
い
て
胸
に
響
く
も
の
が
あ
っ

た
」
の
が
き
っ
か
け
。
自
ら
バ
グ
パ
イ
プ

の
先
生
を
探
し
、
今
ま
で
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
４
人
の
先
生
に
つ
い
て
練
習
し
て

き
た
。

　

一
方
、
清
輔
さ
ん
は
８
歳
の
と
き
に
バ

グ
パ
イ
プ
を
は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

い
た
９
歳
の
と
き
、
東
京
バ
グ
パ
イ
プ
バ

演奏する大塚清一郎氏（左）と清輔さん（右）
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
」

日
英
間
で
知
的
、語
学
、文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

　

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
10
月
21
日
、

８
号
館
８
２
０
４
号
室
で
、
バ
グ
パ
イ
プ

演
奏
に
引
き
続
い
て
開
か
れ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
、
折
田
正
樹
・
法
学

部
教
授
（
元
駐
英
大
使
）、
図
師
照
幸
・

英
国
国
際
教
育
研
究
所
所
長
、　Jeff  

Streeter

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
セ

ル
日
本
代
表
の
３
名
で
、
若
林
茂
則
・
文

学
部
教
授
の
司
会
で
行
わ
れ
た
。

　

以
下
は
、
3
名
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
発

言
要
旨
。

【
折
田
正
樹
教
授
】　

　

各
国
間
の
協
調
が
ま
す
ま
す
必
要
に

な
っ
て
い
る
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
か

ら
み
た
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
大

国
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
産

業
革
命
、
議
会
制
民
主
主
義
、
福
祉
制
度

を
発
展
さ
せ
た
経
験
を
有
す
る
国
で
あ
り
、

成
熟
し
た
市
場
経
済
と
し
て
日
本
と
共
通

の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
地
政
学
的
に
も

日
英
は
共
通
の
要
素
を
有
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
日
英
間
で
知
的

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
は
日
英
両
国
双
方

に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

国
際
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
に
も
な
ろ
う
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

世
界
の
優
秀
な
学
生
が
集

ま
る
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
へ

の
留
学
も
考
え
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
国
際
社
会
か
ら

知
識
を
吸
収
し
、
議
論
を

行
っ
て
日
本
の
考
え
を
発

信
し
、
国
際
社
会
で
の
日

本
の
存
在
感
を
高
め
る
と

と
も
に
、
よ
り
良
き
世
界

の
秩
序
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
高
度
の
知
的
能
力
を

磨
い
て
い
っ
て
欲
し
い
。

【
図
師
照
幸
氏
】

　

国
際
理
解
教
育
の
視

点
か
ら
、
教
育
本
来
の

３人のプレゼンターによるシンポジウム

ン
ド
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
く
る
と

い
う
の
を
知
り
、
こ
れ
に
出
演
す
る
た
め

に
１
年
間
練
習
を
積
み
、
パ
レ
ー
ド
用
の

全
15
曲
を
マ
ス
タ
ー
し
、
親
子
二
人
で
参

加
し
た
。
東
京
バ
グ
パ
イ
プ
バ
ン
ド
は
、

そ
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
１
０
０
位
の

バ
ン
ド
の
中
で
最
優
秀
バ
ン
ド
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
と
い
う
。

　

清
一
郎
氏
は
「
東
日
本
大
震
災
の
後
、

絆
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
達
親
子
に
と
っ
て

は
、
こ
の
バ
グ
パ
イ
プ
が
絆
で
す
」
と
語

る
。
清
輔
さ
ん
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

は
、
良
い
バ
グ
パ
イ
パ
ー
が
育
つ
に
は
７

世
代
く
ら
い
か
か
る
そ
う
で
す
。
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
で
す
ね
」
と
言
う
。

　

現
在
、
日
本
で
は
東
京
バ
グ
パ
イ
プ
バ

ン
ド
と
関
西
に
あ
る
バ
ン
ド
の
２
団
体
が

活
動
し
て
い
る
。
東
京
バ
グ
パ
イ
プ
バ
ン

ド
は
、
１
９
７
５
年
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

が
来
日
さ
れ
た
と
き
に
結
成
さ
れ
た
日
本

人
有
志
の
バ
グ
パ
イ
プ
バ
ン
ド
で
、
清
一

郎
氏
と
清
輔
さ
ん
親
子
は
、
こ
の
バ
ン
ド

に
所
属
し
て
い
る
。

（
学
生
記
者　

棈
松
あ
か
り
＝
商
学
部
１

年
／
山
口
莉
奈
＝
経
済
学
部
１
年
）
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別
に
仕
入
れ
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
も
目
に

と
め
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

展
示
商
品
の
中
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ

ン
な
ら
見
逃
せ
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
名
門

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も

あ
り
、
仕
入
れ
た
数
点
は
す
ぐ
に
売
れ
、

人
気
の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ

イ
ー
ク
で
は
、
人
文
研

公
開
研
究
会
「
イ
ギ
リ

ス
映
画
と
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
や
「
イ
ギ
リ
ス

映
画
の
夕
べ
」
が
開
か

れ
、
中
央
図
書
館
２
階

ホ
ー
ル
で
は
図
書
館
所

蔵
の
イ
ギ
リ
ス
関
係
資

料
が
、
ま
た
１
号
館
１

階
ホ
ー
ル
で
は
中
央
大

学
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
深

い
関
わ
り
を
示
す
資
料

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。 

 

（
編
集
室
）

位
置
付
け
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
研

究
お
よ
び
教
育
実
践
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
国
際
社
会
に
お
け
る
「
日
本
と
い
う

国
、
日
本
語
、
日
本
の
あ
り
方
」
を
み
ん

な
で
考
え
よ
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
日
本
に
関
す
る
理
解
者
を

増
や
す
た
め
に
も
、
現
地
で
日
本
人
が
日

本
語
を
教
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
必
要
性
だ
。
ま
た
、
英
語
を
学
ぶ
こ

と
は
、
物
事
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
英
語

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
国
で
も
生

き
て
い
け
る
普
遍
的
価
値
を
学
ん
で
欲
し

い
。

【Jeff  Streeter

氏
】

　

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
「
英
語
以
外
は

し
ゃ
べ
れ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
雨
、
霧
が

多
い
。
傘
が
必
須
。
い
つ
も
帽
子
を
被
っ

て
い
る
。
真
面
目
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が

実
際
は
、
こ
う
い
っ
た
英
国
の
イ
メ
ー
ジ

は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
固
定
観
念
は
、
も
う
一
つ
の

国
を
理
解
す
る
際
の
障
害
に
な
る
。
お
互

い
を
知
る
為
に
私
達
は
、
奨
学
金
制
度
な

ど
を
充
実
し
、
お
互
い
の
言
語
を
、
よ
り

多
く
の
人
が
学
ぶ
機
会
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
両
国
の
歴
史
を
相

互
に
知
る
た
め
に
、
更
な
る
文
化
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
。

（
学
生
記
者　

梶
原
麗
奈
＝
公
共
政
策
研

究
科
修
士
１
年
）

生
協
で
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア

食
品
、文
具
な
ど
を
展
示
販
売

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
イ
ー
ク
開

催
中
の
10
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
、
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
協
売
店
の
一
角
で
イ
ギ

リ
ス
に
ち
な
ん
だ
商
品
の
展
示
販
売
が
行

わ
れ
た
。

盛りだくさんの商品が展示された生協のイギリス・フェア

　

今
年
の
６
月
の
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
２

回
目
で
、
生
協
内
に
特
別
に
設
け
ら
れ
た

3.6
メ
ー
ト
ル
四
方
の
売
店
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
観
光
名
所
で
も

あ
る
ビ
ッ
グ
・
ベ
ン
（Big Ben

）
を
模
っ

た
紙
製
ビ
ッ
グ
ベ
ン
が
飾
ら
れ
、
イ
ギ
リ

ス
産
の
紅
茶
を
は
じ
め
20
種
類
を
超
え
る

食
品
や
文
具
、
化
粧
品
、
雑
貨
、
書
籍
な

ど
が
陳
列
さ
れ
た
。

　

中
央
大
学
生
活
協
同
組
合
店
舗
事
業
部

の
源
原
稔
店
長
は
、「
大
学
の
催
し
に
協

力
で
き
れ
ば
と
考
え
、
イ
ギ
リ
ス
に
ま
つ

わ
る
商
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

調
べ
、
出
入
り
の
問
屋
に
声
を
か
け
て
特


